
♯１ 地球の声を聴こう「地震波が教えてくれること」

大地震から地域を守るために
～地域を守る防災レンジャー～

単元名

自分たちの身近に起こりうる災害から、自らの生命を守る方法や地域の防災への取り組みを調べたり、
地域へ広めたりする活動を通して、情報の収集と整理、目的に応じて発信する力を身につけるとともに、
自分たちにできることを実践していこうとする。

単元目標

フローチャート （全２５時間）　　※○数字＝時間数

１．東日本大震災の被害から身近な災害への課題を話し合おう ②
どんな災害があるかなあ。
災害が起こると私たちの町はどうなるの？

地震や津波から自分たちの命を守るにはどうするの？
学校では避難訓練をやっているね。

５．活動を振り返って自己の成長を考えよう ③
自分の命を自分で守るために日ごろから心がける
ことができるようになったよ。

地域のために自分たちにできることを話し合って
実行できたね。

２．学ぼうBOSAI♯１「地気球の声を聴こう　地震波が教えてくれること」
      を視聴し地震から自分たちの命を守る方法を話し合おう ①
日本は地震大国だなあ。いつ地震が起こるかは
わからない。

「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
安全な場所について調べてみよう。

３．地震による災害を減らす方法と命を守る方法について調べよう　 ⑨
学校内や通学路の安全な場所を調べてみよう。
防災倉庫が準備されているね。

防災バッグって聞いたことあるよ。
どんなものが入っているのかなあ？

４．学校災マニュアルや避難所運営マニュアルについて調査し家族や地域の
      ために自分たちにできることを考えよう ⑧
私たちの生活を災害から守る仕組みや取り組みに
ついて調べよう。 学習してきたことを他学年や地域のために役立てよう。

命を守るチカラ 「火山災害ホームドクター」

命を守るための
火山災害ホームサポーター

単元名

教科の学習から身近な事象に関連付けて考えることで、災害から身を守る方法を知らばあることを通し
て、情報の収集と整理、目的に応じて発信する力を身につけるとともに、いざという時にどのようにす
ればよいか考えることができるようにする。

単元目標

フローチャート （全２０時間）　　※○数字＝時間数

１．火山の噴火で土地の変化が起きるとき、私たちの生活にはどのような
　　影響があるのか話し合う。 ①
火山が噴火すると真っ赤な溶岩が流れてくる様子を
テレビで見たことがあるよ。

桜島の噴火では、火山灰が町中に降って大変だと
聞いたことがあるよ。

５．まちの人たちに火山災害から身を守るための方法をパンフレットにして
　　知らせよう｡ ⑥
いつ起こるか分からない災害には、自分で考えて行動
できることが大切だね。

市役所や行政センターに私たちのパンフレット置いて
もらおう。

２．学ぼうBOSAI「命を守るチカラ　火山災害ホームドクター」を視聴し
　　火山災害から人々を守ろうとする井村隆介さんの思いを話し合う。 ①
地層を調べると火山活動の足跡を知る事ができるね。 私たちは自分たちの命を守るために火山についても

考えないといけないね。

３．火山災害から自分の命や私たちの町を守るためにできることを調べるため
　　の計画を立てよう。 ④
私たちの町は火山災害と関係があるのか調べて
みようよ。

防災のために私たちにできる取り組みは何か考えよう。

４．地域の地層を調べたり役所や資料館で火山
　  　活動について調べたりしよう。 ⑧ ４．市町村役場の防災計画を取材したり身を

　　  守るための方法を調べたりしよう。 ⑧

地層を調べるために専門家の人に話を聞きたいね。 噴石から身を守る方法や身を守れる建物が分かって
いると便利だね。



♯１ 地球の声を聴こう「地震波が教えてくれること」

本時の目標（第 3 時間目／全２３時間）
映像資料の視聴を通して、地震から自分の命を守るためにどのように行動するのかを考え、自分の命は自分
で守ることができるようにする。

主な学習活動 指導上の留意点

１．避難訓練の様子を振り返ろう

「放送を聞いて防災頭巾をかぶるね」
「机の下に隠れるね」
「教室以外ではどうしたらいいのかな」
「地震を知らせてくれる仕組みがあると助かるね」

２．映像資料「学ぼうBOSAI」♯１「地震波が教え
      てくれたこと」（scene２まで）を視聴して感
      想を話し合おう
「日本は世界でも地震の多い国だね」
「被害を減らすためにできることは何かな」
「命を守るために必要なことは何だろう」
「地震が来る前にできることはないのかな」

３．映像資料「学ぼうBOSAI」♯１「地震波が教え
      てくれたこと」（scene３以降）を視聴して話し
      合おう

「緊急地震速報が聞こえたら自分の身を守るために安全な
場所に避難しよう」
「急な地震が起きた時に物が落ちたり、倒れたりしないよ
うになっているか調べよう」
「学校の中で『落ちてこない』『倒れてこない』『移動して
こない』場所を探してみよう」

４．地震から命を守るためにできることを生活の中か
　　ら考えよう

「家の中は安全かな」
「ぼくの部屋は本棚があるよ」
「ダイニングには食器棚があるね」
「倒れてこない工夫が必要だね」
「自分たちの命を守るためにはどのように行動するかだけ
ではなく日頃の備えも必要だね」

地震の仕組みから、自分の身を守るための方法を
考えよう

○これまでの訓練が地震発生後であることが振り返れるよう

　に訓練の様子を提示する

○東日本大震災当日の自分たちの行動を発表して振り返る

○“釜石の奇跡”を紹介する

○地図に示された色が何を表しているのか児童に投げかける

○大木先生の言葉を板書する

　◆地震は「無くすこと」も「止めること」もできない

どうして多くの人が助かったのだろう？
という課題をもてるようにする

○大木先生の言葉を板書する

　◆「日本に住んでいる限りどこにいても地震にあう可能

　性があります」

○自分の身を守るための「安全な場所」がどのような場所

を意味するのか確認する

　◆『落ちてこない』『倒れてこない』『移動してこない』

○「自分の命は自分で守る」という意識をもてるように発

言を板書する

○揺れを感じたり緊急地震速報を聞いたりしたら身の安全

を確保することを全体で確認する

○緊急地震速報が間に合わない場合について触れる

　◆NHK神戸放送局の映像をもう一度視聴する

○児童の発言から新たな課題につなげる

身近な地域の防災について調べよう

命を守るチカラ 「火山災害ホームドクター」

本時の目標（第 2 時間目／全２０時間）
映像資料の視聴を通して、火山噴火による災害の種類を知り、災害から自分の命を守るために必要なことを
考えることができるようにする。

主な学習活動 指導上の留意点

１．火山が噴火した時に私たちの生活にはどのような
　　影響を起こすのか考える。

「溶岩が流れ出して来たら大変だ」
「火山灰が降り積もるよ」
「農作物にも被害が出るね」

「どうして噴火が起きるのかなあ」
「火山に詳しい人の話を聞いてみたいね」

２． ○○山が噴火したらどのように行動すればよい
　　のか考える。

３．映像資料「学ぼうBOSAI」（scene２・３）を視聴
　　して火山の噴火と防災への備えの重要性を知る。

・日本は活火山が多くその被害に備えることが重要だね。

４．映像資料「学ぼうBOSAI」（scene４～９）を視聴
　　して噴火の危険性について話し合う。

・火山の噴火による危険を考える。
「ガスが出ているのかな」
「噴石が飛んでくるのかな」
・噴火による災害と対策を確認する。

○予想後「学ぼうBOOSAI」scene1を視聴し、火山の噴

火によって人々の暮らしに大きな影響があることを確認す

る。

○自分で自分の身を守るために噴火の仕組みや対処方法を学

ぶ意識をもたせるようにする。

○火山が噴火したきにどのようにすべきか井村先生の活動

から学ぶことを確認する。

○火山のメカニズムと防災について井村先生の思いを板書

する。

・噴火…地下にあるマグマが地表に吹き出すこと

・研究…人の命を守るために生かされることが大切

・活火山…110個が確認され世界中の約１割が日本に集中

○scene６（05:17）で一時停止し、2.5 ㎞も離れた場所

にも関わらず井村先生が反対した理由を考える。

・火山れきへの対応…建物に入る。

　　　　　　　　　　ヘルメットを被る。

・噴石…熱い危険があるので触らない。

・住民…避難を受け入れる体制

5．映像資料「学ぼうBOSAI」（scene１０）を視聴
して井村先生の願いから自分の命を守るために必要な
ことを考える。
「空から降ってくるものから身近なものを使って守らない
といけないね」
「自分で考えて行動することが大切だね」
「他にも災害が考えられないかな」
「自分の命と自分たちの町を守らないといけないね」

○井村先生の願いから「一人ひとりが自覚をもつこと」の

必要性を確認する。

○児童の発言から新たな課題につなげる

火山の活動やそれによる災害について詳しく知りたいな。

自分の命を守るために火山災害について調べたり、私たちの町を守るための仕組みを調べたりしよう。

井村先生の活動から防災への備えを学ぼう


